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1．はじめに 
 少子化にともなう高等教育のユニバーサル化は、2018 年以降の 18 歳人口の更なる減少により、新たな局面を迎









 GPA(Grade Point Average)による成績評価制度は、今や全国で78％(2016年度)の大学で導入されている[5]。多く
の大学で導入されているGPAの算出方法を次式に示す。 
GPA = Σ(GP x 単位数) ／ Σ単位数 
原成績(Raw Score)から文字成績(Letter Grade, 例えばS, A, B, C, D)への変換基準、LGから成績評点(Grade Point, 

































































































  図2 2016年度入学者の初年次GPAと 



































































































図 5 2017 年度入学者 化学 講義前後における主体
的なe-learningアクセス数の前期末試験得点別分布 
  箱：四分位数、ひげ：標準偏差、赤線：平均、 
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